
熊本地震に際し、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。 

皆さまのご健康と一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちなか工房では月に一度、中心市街地関係者や市民を対象

に『まちづくり学習会』を開催しています。 

県内外から専門家や実務経験者を招いて講演を開き、中心市

街地活性化策についてさまざまな意見交換をしています。 

学習会終了後には、講師の方を囲みワンコイン懇親会も行って

います。まちづくり学習会の御案内を e-mail または FAXにて差し

上げますので、御希望の方はまちなか工房まで。 

■まちづくり学習会について 

120 回 完全自動運転システムが開く近未来の生活と社会             まちなか工房 代表         溝上章志 

119 回 「熊本都市圏都市交通マスタープランについて」               県土木部 荒木宣博氏 市都市建設局 杉村洋輔氏 

118 回 震災シリーズ 新町古町地区の暫定レポート 復興への提案       まちなか工房              冨士川一裕 

117 回 震災シリーズ 中心市街地 熊本地震からの復旧復興についての座談会  下通繁栄会事業部長           長江浩史氏 

116 回 震災シリーズ 中心市街地 熊本地震からの復旧復興についての座談会  上通河島会長 下通松永会長 工房スタッフ 

■過去の学習会 

入場 

無料 

熊本大学工学部 まちなか工房 

２０１７年１月１９日（木） 

第１２１回 １月のまちづくり学習会 

18：30～20：00 

私たちの「熊本の復興まちづくり」 

」 

まちなか工房 

お問い合わせ 

まちなか工房 下田・岡村 

e-mail：machi-kobo@cotton.ocn.ne.jp  

tel/fax：096-326-9502 

お忙しい年の瀬をお過ごしのことと存じます。本年も皆々様から賜りましたご厚情に心より御礼申し

上げます。『日めくりも痩せていくなり年の暮れ』と言って笑わせる落語家がいましたが、新年を迎え

る前に改めて、災禍を改めてお見舞いを申し上げます。 

さて，新年最初のまちづくり学習会は，工学部社会環境工学科３年生による「熊本市の復興まちづく

り提案」です。震災ごみ、避難所、復興まちづくり、観光復興、インフラ整備、液状化対策など多様な

提案がなされています．今回は、以下の優秀な提案５組が発表します。多くの方のご参加を心よりお待

ち申し上げます。 

１班熊本地震から学ぶゴミステーション活用法   

３班 もっとかたらんね ～「話す」で減らす避難所ストレス～  

４班 ゆるっと ふわっと 繋がる わ  

６班 再健   

10班 熊本づくり 

 

熊本市中央区南坪井町 1-5 

上通並木坂サンコスメディオビル 2階 

 

共催：文部科学省 大学間連携共同教育推進事業 

「減災型地域社会のリーダー養成プログラム」 

 

第 1２０回まちづくり学習会の様子 

講演者 

 

日時 

 

場所 

 

熊本大学工学部社会環境工学科３年生 

「社会基盤計画」担当教員：田中尚人・星野裕司 

 


